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平
成
30
年
度 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

  

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
話
し
合
う
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
、
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
市
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
行
政
へ
の
要

望
、
ご
意
見
等
を
直
接
伺
う
こ
と
で
、
課
題
を
共
有
し
、
市
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。
毎
年
、
自
治
会
連
合
会
並
び
に
各
自
治
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
、
の
べ
１
，
４
５
１ 

人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
身
近
な
道
路
の

維
持
補
修
や
整
備
の
進
捗
状
況
、
交
通
安
全
対
策
、
空
き
家
対
策
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
有
の
問
題
な
ど
、
日
常
に
か
か
わ
る
課
題
や
市
政
へ
の
疑
問
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
本
庁
舎
や
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
当
日
は
、
市
か
ら
の
重
要
施
策
に
関
す
る
報
告
の
の
ち
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
（
自
由
討
論
）
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課　
☎

（21）
２
３
１
７

※
終
了
時
間
は
内
容
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
元
気
な
栃
木
市
づ
く
り
」

を
皆
さ
ま
と

　

こ
の
た
び
、
栃
木
市
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

大
川
秀
子
で
す
。
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、

栃
木
市
の
未
来
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
た
め
、
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
新
た
な
栃
木
市
が
誕
生
し
て
か
ら
８
年
、
ま
た
、
一
市
五

町
が
一
緒
に
な
っ
て
か
ら
、
は
や
４
年
の
時
が
経
ち
ま
し
た
。
新
し
く
大
き
く
な
っ

た
栃
木
市
に
は
、
誇
れ
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
活
か
し
な
が
ら
、

栃
木
市
を
更
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
栃
木
市
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」「
栃
木
市
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
、

皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
は
、
次
の
３
つ
の
理
念
を
基
本
と
し
て
、

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
地
域
間
の
融
和
と
発
展

　
平
成
の
大
合
併
後
の
地
域
間
の
融
和
を
は
か
り
、
合
併
の
意
義
を
よ
り
い
っ
そ
う

確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
都
市
と
の
連
携
を
密
に
し
、
次
の
段

階
で
あ
る
県
南
の
中
核
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

２
．
財
政
の
健
全
化

　
将
来
を
見
越
し
た
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
肥
大
化
し
た
支
出
の
解
消

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
優
先
事
業
を
見
直
し
、
行
政
経
営
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
歳
入
の
確
保
を
目
指
し
、
農
・
商
・
工
と
の
連

携
に
よ
る
市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

３
．
１
０
０
年
人
生
の
都
市
づ
く
り

　
新
た
な
時
代
、
１
０
０
年
人
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
た
少
子
・
高
齢
化
対

策
と
し
て
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
、
健
康
寿
命
の
延
伸
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
災
害
へ
の
備
え
も
し
っ
か

り
と
行
い
、
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
そ
し
て
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
政
治
と
は
み
ん
な
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
」

　
こ
れ
ま
で
５
期
19
年
間
、
私
は
、
こ
の
言
葉
を
信
条
と
し
て
議
員
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
十
分
活
か
し
な
が
ら
、「
ひ
と
り
一
人
を
大
切
に　
ひ
と

り
一
人
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
、み
ん
な
と「
一
緒
懸
命
」、

夢
の
実
現
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 30年度　まちづくり懇談会ふれあいトーク 日程表
№ 開催日 開催時間 会 場
1 ７月２日（月）

19:00 ～ 21:00

部屋地区公民館
2 ７月５日（木） 藤岡公民館 2階大会議室
3 ７月６日（金） 三鴨地区公民館
4 ７月18日（水） 都賀公民館講堂
5 ７月19日（木） つがの里ふるさとセンター
6 ７月23日（月） 真名子夢ホール
7 ７月27日（金） 西方総合文化体育館
8 ８月１日（水）

18:30 ～ 20:30

栃木第５地区コミュニティセンター
9 ８月２日（木） 皆川公民館
10 ８月８日（水） 栃木第 4地区コミュニティセンター
11 8月10日（金） 国府公民館
12 8月17日（金） 寺尾公民館
13 8月20日（月） 栃木第 6地区コミュニティセンター
14 9月20日（木）

19:00 ～ 21:00

静和地区公民館
15 9月21日（金） 岩舟公民館
16 9月27日（木） 岩舟健康福祉センター（遊楽々館）
17 10月１日（月） 大平公民館
18 10月４日（木） 大平東地区公民館
19 10月10日（水） 大平隣保館

木造住宅の
耐震補助制度をご利用ください

　市内の木造住宅の耐震化をより一層促進するため、木造住宅の耐震診断・耐震改修（耐
震建替え）に要した費用の一部を助成します。耐震化を検討されている方は、ぜひお早め
にご相談ください。
対象　昭和５６年５月以前に建てられた、賃貸を目的としない木造２階建て以下の住宅

耐震診断

自己負担額なし（※ただし、住宅の図面がない場合は、
面積に応じて別途費用がかかります）
補強計画策定

補助限度額８万円（補強計画策定費用の３分の２以内）
耐震改修

補助限度額１００万円（耐震改修費用の２分の１以内）
補強計画策定及び耐震改修（平成30年度創設）
補助限度額１１０万円（耐震改修費用の５分の４以内）
耐震建替え

補助限度額８０万円（耐震改修費用相当分の２分の１
以内）※ケースによっては別途加算あり　　　　　　　　　   

問合先　建築課　☎（21）２４４１

１１９番や災害現場での
外国語通訳サービスをはじめました
　市消防本部では、年々増加する
外国人の就労者・住民・旅行者か
らの１１９番通報に対応するため、
電話通訳センターを介する三者間
通話のサービスを、４月１日から
開始しました。
　この通訳サービスは 16 ヶ国語
に対応し、３６５日 24時間対応します。また、火災や救急の現場か
らでも、消防職員が携帯電話を使用して通訳を依頼することで、対応
します。

問合先　市消防本部通信指令課　☎ (22) ０１１９ガイダンス６

通訳サービスの対象言語

　英語、中国語、韓国語、タイ語、ベトナム語、インドネシア語
タガログ語、ネパール語、ポルトガル語、スペイン語、ドイツ語
フランス語、ロシア語、イタリア語、マレー語、ミャンマー語

栃
木
市
長
　
大
川 

秀
子


